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7　ま　と　め

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　斎藤博英，三崎方郎

　現在建設が予定されている父島は，東京の南約1，000km遠方に位置するが，季節によっては本州で人

工的汚染を受けた空気が到達することがある。このことは現地の予備観測においても認められた。

　これらの空気は，父島附近ではNE　N－NWの風向で到達する。一方，父島の島内の人工汚染源は北部

の二見湾沿岸部に集中しているので，この風向はまた，島内で発生レた汚染を全島に及ぼす風向でもある。

　これを裏返して見ると，SE－S－SWの風向が安定する時には，本州の汚染も，父島々内の汚染も，島

の北部以外には影響しない可能性が大きい。

　特にS　E風が持続するのは，太平洋高気圧の南東部に掩われる時で，この時は北太平洋の熱帯海域に永

く滞在した空気が到達し，バックグラウソド大気汚染の観測に好適である。したがって，この風を附近の

汚染なしで掴めるような地点を選ぶことが望ましい。

　1976年の観測結果その他を考慮すれば（a2節，生4節参照），現段階での第一候補地は，電々公社

夜明山送信所から海上自衛隊夜明山送信所の間の東海岸に面する地球と考えられる（図4。11参照）。

　次に，人工発生ではないが，海岸線附近で発生する局所的海塩粒子の影響もできる限り避ける必要があ

る。南鳥島ではり一フにおける泡立ちから発生する粒子に島の大半が掩われており，エー・ゾル（大粒子）

濃度の測定の意義が殆んど失われるばかりでなく，高精度の各種測器の長期保守に危惧せざるをえない状

況であった。父島では島をとりまく崖が海塩粒子の内陸侵入をかなり防ぐ効果をもつように思われるが，

観測資料は極めて乏しく，より詳細な追試を必要とする。

　今後の問題としては，候補地点が決定した段階では，より長期にわたる予備観測と，候補地点の周辺に

限定した詳細な環境調査を行う必要があると考えられる。
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